
　

こ
の
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
は
島
内
事
業
者
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

特
に
三
宅
村
が
実
施
し
た
観
光

客
な
ど
へ
の
来
島
の
自
粛
要
請

に
よ
り
村
内
事
業
者
の
収
入
は

大
き
く
減
少
し
ま
し
た
。
東
京

都
も
感
染
拡
大
防
止
協
力
金
な

ど
を
設
け
、
救
済
措
置
を
講
じ

ま
し
た
が
、
村
内
の
多
く
の
事

業
者
は
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
対
象

に
な
ら
な
か
っ
た
事
業
者
に
対

し
、
支
援
金
を
給
付
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。

　

【
対
象
者
】
次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
者

　

・
来
島
者
の
減
少
に
よ
り
、

事
業
所
の
収
入
が
減
少
し
た
者

　

・
令
和
２
年
４
月
７
日
時
点

で
三
宅
村
内
に
主
た
る
事
業
所

を
有
し
て
い
る
者

　

・
確
定
申
告
を
し
て
い
る
者

　

・
「
東
京
都
感
染
拡
大
防
止

協
力
金
」お
よ
び「
東
京
都
理
美

容
事
業
者
の
自
主
休
業
に
係
る

給
付
金
」
の
対
象
者
で
な
い
者

　

※
２
つ
以
上
の
事
業
形
態
を

持
つ
事
業
者
は
い
ず
れ
か
１
つ

の
業
種
の
み
が
対
象
。

　

※
受
給
後
に
、
「
東
京
都
感

染
拡
大
防
止
協
力
金
」
お
よ
び

「
東
京
都
理
美
容
事
業
者
の
自

主
休
業
に
係
る
給
付
金
」
の
対

象
と
な
っ
た
場
合
に
は
返
還
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

【
給
付
額
】

　

・
宿
泊
事
業
者
：
４０
万
円

　

・
そ
の
他
の
事
業
者
：
１５
万

円
　

【
提
出
書
類
】

　

・
申
請
書
（
役
場
、
出
張

所
、
三
宅
村
商
工
会
、
三
宅
島

観
光
協
会
に
て
ご
用
意
し
て
お

り
ま
す
）

　

・
確
定
申
告
書
（
直
近
の
も

の
）
の
写
し

　

・
支
払
先
口
座
が
分
か
る
も

の
　

【
申
請
期
限
】

　

・
令
和
２
年
１１
月
3０
日
ま
で

　

【
提
出
先
】

　

・
三
宅
村
役
場
観
光
産
業
課

（
郵
送
で
も
可
）
ま
た
は
各
出

張
所

　

問
い
合
わ
せ
は
観
光
産
業
課

観
光
商
工
係
☎︎
⑤
０
９
２
０
。

　

こ
の
た
び
、
三
宅
村
に
対

し
、
木
村
正
幸
氏
、
上
松
幸
男

氏
の
両
名
か
ら
、
先
祖
代
々
の

土
地
で
あ
る
三
宅
村
坪
田
３
０

８
３
番
３
（
３
３

０
・
５
８
平
方
㍍
）

を
三
宅
村
の
た
め

に
、
と
寄
付
が
あ
り

ま
し
た
（
地
図
中
、

赤
の
丸
囲
み
部
分
）。

　

村
と
し
て
は
、
整

備
を
予
定
し
て
い
る

三
宅
村
消
防
団
坪
田

分
団
詰
所
の
建
設
用

地
と
し
て
活
用
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
企

画
財
政
課
財
政
係
☎︎

⑤
０
９
８
８
。

　

東
海
汽
船
の
新
造
船
「
三
代

目
さ
る
び
あ
丸
」
が
６
月
２５
日

よ
り
就
航
し
ま
す
。
そ
れ
に
先

立
ち
、
６
月
７
日
か
ら
６
月
１１

日
の
間
、
伊
豆
諸
島
各
島
で
就

航
前
訓
練
公
開
お
よ
び
お
披
露

　

５
月
下
旬
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防

止
の
緊
急
事
態

宣
言
が
解
除
さ

れ
ま
し
た
が
、

三
宅
村
火
葬
場

で
は
感
染
症
対

策
と
し
て
、
次

の
項
目
を
引
き

続
き
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま

す
。

　

①
来
場
さ
れ

る
方
の
人
数
は

い
。

　

③
入
口
で
は
、
必
ず
手
指
消

毒
を
し
、
場
内
で
は
マ
ス
ク
の

着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

④
場
内
で
は
「
３
つ
の
密
」

（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）
を
避
け

る
よ
う
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

　

⑤
こ
ま
め
な
手
洗
い
・
う
が

い
の
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

⑥
他
の
人
と
は
互
い
に
手
を

伸
ば
し
て
届
か
な
い
十
分
な
距

離
（
２
㍍
以
上
）
を
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

⑦
ハ
ン
カ
チ
や
袖
で
口
や
鼻

を
押
さ
え
る
等
、
咳
エ
チ
ケ
ッ

ト
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

⑧
控
室
で
は
、
こ
ま
め
な
換

気
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　

⑨
一
般
参
列
者
の
方
は
通

夜
・
葬
儀
等
が
終
了
し
ま
し
た

ら
集
団
を
避
け
、
速
や
か
に
お

帰
り
く
だ
さ
い
。

　

⑩
そ
の
他
、
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
火
葬
場
職
員
の
指
示

に
従
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
地
域
整
備
課

☎︎
⑤
０
９
８
９
。

　

突
発
的
な
噴

火
災
害
に
備

え
、
飛
来
す
る

噴
石
か
ら
屋
外

に
い
る
住
民
や

観
光
客
等
の
生

命
を
守
る
た

め
、
緊
急
的
な

避
難
場
所
と
し

て
、
坪
田
地
区

の
三
宅
村
文
化

会
館
付
近
と
阿

古
地
区
の
鉄
砲

場
バ
ス
停
付
近

の
２
カ
所
に
噴

石
シ
ェ
ル
タ
ー

を
整
備
し
ま
し

た
。

　

シ
ェ
ル
タ
ー
は
、
三
宅
島
の

風
雨
な
ど
の
厳
し
い
自
然
環
境

と
噴
石
か
ら
の
高
い
防
護
性
能

目
会
を
行
い
ま
し
た
。
三
宅
村

に
は
６
月
１０
日
と
６
月
１１
日
の

２
日
間
、
訓
練
航
海
で
寄
港
し

ま
し
た
。な
お
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
に
、

船
内
見
学
は
中
止
に
な
り
ま
し

た
が
、
三
宅
村
と
三
宅
島
マ
リ

び
あ
丸
が
退
役
し
て
し
ま
う
こ

と
は
と
て
も
悲
し
い
こ
と
で
す

が
、
三
代
目
さ
る
び
あ
丸
が
引

き
継
ぎ
、
夢
や
希
望
を
運
ぶ
こ

と
を
願
い
ま
す
。

　

《
三
代
目
さ
る
び
あ
丸
の
性

能
》

　

全
長
：
約
１
１
８
㍍

　

幅
：
約
１７
㍍

　

総
ト
ン
数
：
約
６
１
０
０
㌧

　

旅
客
定
員
数
：
１
３
４
３
人

（
指
定
席
：
７
３
３
席
）

　

航
海
速
度
：
約
２０
㌩
（
時
速

約
3８
㌖
）

　

コ
ン
テ
ナ
積
載
量
：
3８
個

　

コ
ン
セ
プ
ト
：
「
繋
ぐ
」

（
人
と
人
、
街
と
街
、
本
土
と

島
、
過
去
と
未
来
を
繋
ぐ
）

を
考
慮
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
に
し
ま
し
た
。
収
容
人

数
は
２０
人
程
度
（
４
人
／
１
平

方
㍍
）
、
天
井
と
壁
の
厚
み
は

約
２０
㌢
㍍
、
こ
ぶ
し
大
（
直
径

１０
㌢
㍍
程
度
）
の
噴
石
に
耐
え

ら
れ
る
構
造
に
な
っ
て
お
り
、

噴
石
が
内
部
に
飛
来
し
な
い
よ

う
山
側
に
壁
を
設
置
し
、
海
側

を
入
口
に
し
て
い
ま
す
。
外
壁

と
屋
根
の
色
は
赤
茶
系
で
仕
上

げ
、
火
山
が
生
み
出
し
た
三
宅

島
の
自
然
景
観
と
の
調
和
を
図

り
ま
し
た
。
ま
た
、
雨
天
の
日

に
は
、
バ
ス
を
待
つ
間
の
雨
宿

り
場
所
と
し
て
も
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

　

今
後
も
、
人
々

が
長
時
間
停
留
し

や
す
い
バ
ス
の
停

留
所
近
辺
な
ど

で
、
整
備
の
必
要

性
が
高
い
箇
所
を

選
定
し
、
計
画
的

に
整
備
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は

総
務
課
防
災
危
機

管
理
係
☎︎
⑤
０
９

３
５
。

な
る
べ
く
少
な
く
す
る
よ
う
、

ご
配
慮
く
だ
さ
い
。

　

②
発
熱
や
風
邪
症
状
が
あ
る

方
の
入
場
は
お
控
え
く
だ
さ

ン
サ
ー
ビ
ス
㈱

か
ら
三
代
目
さ

る
び
あ
丸
船
長

へ
花
束
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　

平
成
４
年
１２

月
２５
日
に
就
航

し
て
平
成
を
駆

け
抜
け
た
二
代

目
さ
る
び
あ
丸

は
令
和
２
年
６

月
２５
日
の
三
宅

島–

御
蔵
島–

八
丈
島
航
路
を

最
後
に
退
役
し

ま
し
た
。

　

二
代
目
さ
る

山側に壁を設置したシェルター
（阿古・鉄砲場）

幾何学模様が美しい三代目さるびあ丸

新船の前で写真に納まる関係者一同

「
三
代
目
さ
る
び
あ
丸
」就
航

東
海
汽
船
新
造
船

土
地
の
寄
付
に
つ
い
て

木
村
正
幸
、上
松
幸
男
の
両
氏
よ
り

村
独
自
の
事
業
者
支
援
金

都
協
力
金
の
非
対
象
者
を
救
済

噴火時の噴石から身を守る

三宅村火葬場の感染症対策

シェルターを２カ所に設置

来場は少人数で、３密回避
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令和2年5月11日から令和2年6月10日まで
村長室だより

５月12日 三宅村新型コロナウイルス感染
症対策本部総合調整会議出席

13日 三宅村商工会会長及び一般社団法
人三宅島観光協会会長来庁対応

15日 令和２年第２回三宅村議会臨時
会出席

18日 三宅村新型コロナウイルス感染
症対策本部総合調整会議出席

22日 三宅村新型コロナウイルス感染
症対策本部総合調整会議出席

26日 三宅村商工会会長及び一般社団法
人三宅島観光協会会長来庁対応

27日 三宅村新型コロナウイルス感染
症対策本部総合調整会議出席

28日 三宅村新型コロナウイルス感染
症対策本部第２次拡大会議出
席、第２回町村長会議【WEB
会議】出席

６月１日 三宅島マリンサービス株式会社
所長代理来庁対応

３日 WERIDE三宅島エンデューロ
レースの開催判断出席

４日 三宅村議会運営委員会出席、三
宅村議会全員協議会出席

10日 新さるびあ丸接岸訓練視察、令
和２年第２回三宅村議会定例会
出席

　

【
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
（
保
険
証
）
が
新
し
く
な

り
ま
す
】

　

令
和
２
年
８
月
１
日
か
ら
、

保
険
証
の
大
き
さ
が
カ
ー
ド
サ

イ
ズ
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

カ
ー
ド
サ
イ
ズ
の
保
険
証

（
オ
レ
ン
ジ
色
）
は
、
簡
易
書

留
で
７
月
下
旬
に
お
送
り
し
ま

す
。

　

有
効
期
限
は
令
和
４
年
７
月

３１
日
で
す
。

　

届
き
ま
し
た
ら
、
氏
名
・
生

年
月
日
・
負
担
割
合
＝
別
表
１

＝
な
ど
の
記
載
内
容
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

現
在
お
使
い
の
保
険
証
（
青

竹
色
）
は
、
８
月
１
日
以
降

に
、
ご
自
身
で
破
棄
し
て
い
た

だ
く
か
、
村
民
課
ま
た
は
最
寄

り
の
出
張
所
に
お
返
し
く
だ
さ

い
（
郵
送
で
の
返
却
も
可
能
で

す
）
。
７
月
中
に
は
破
棄
・
返

却
し
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

【
確
定
申
告
期
限
の
延
長
に

よ
る
影
響
に
つ
い
て
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
所
得

税
の
確
定
申
告
期
限
が
１
カ
月

延
長
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
該
延

長
期
間
内
に
確
定
申
告
を
行
っ

た
方
が
い
る
世
帯
の
場
合
、
今

回
お
送
り
し
ま
し
た
保
険
証
の

自
己
負
担
割
合
が
暫
定
的
な
も

の
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
令
和
２
年
度
住
民
税

課
税
所
得
が
決
定
し
、
自
己
負

担
割
合
（
１
割
ま
た
は
３
割
）

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
変

更
後
の
保
険
証
を
交
付
し
ま

す
。
変
更
前
の
保
険
証
は
使
用

せ
ず
に
、
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。
変
更
前
の
保
険
証
を
使
用

さ
れ
た
場
合
、
差
額
分
の
納
付

や
払
い
戻
し
の
手
続
き
を
お
願

い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

【
３
割
負
担
か
ら
１
割
負
担

に
変
更
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
】（
基
準
収
入
額
適
用
申
請
）

　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に

は
基
準
収
入
額
適
用
申
請
書
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
収
入
金
額

を
証
明
で
き
る
書
類
（
確
定
申

告
書
の
写
し
な
ど
）
を
添
え
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
の
際
は
、
本
人
確
認

の
た
め
の
身
元
確
認
書
類
（
運

転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
な
ど
）
と
マ
イ

海
の
事
故「
０ゼ

ロ
」を
目
指
し
て

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
安
全
情
報
を

　

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
が
活
発
に

な
る
７
月
か
ら
８
月
の
時
期

は
、
一
年
を
通
し
て
最
も
事
故

が
多
い
時
期
で
す
。
特
に
、
遊

泳
中
の
事
故
が
増
加
し
ま
す
の

で
、
次
の
点
に
注
意
し
て
安
全

に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

▽
海
上
保
安
庁
の
「
ウ
オ
ー

タ
ー
セ
ー
フ
テ
ィ
ガ
イ
ド
」
の

　

東
京
都
で
は
、
都
内
に

１
年
（
３
歳
未
満
は
６
カ

月
）
以
上
在
住
の
１8
歳
未

満
で
、
気
管
支
ぜ
ん
息
等

に
罹
患
し
て
い
る
な
ど
、

要
件
を
満
た
す
方
に
認
定

疾
病
に
係
る
医
療
費
を
助

成
し
て
い
ま
す
。
申
し
込

み
は
福
祉
健
康
課
健
康
係

は
予
約
の
受
け
付
け
を
早
め
に

終
了
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

▽
予
約
受
付
期
間
＝
７
月
１

日
㈬
か
ら
７
月
３
日
㈮
ま
で

　

▽
予
約
受
付
時
間
＝
午
後
２

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　

▽
予
約
受
付
＝
☎
０
４
９
９

４
②
０
０
１
６

　

※
期
間
中
は
電
話
が
つ
な
が

り
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

▽
診
療
日
時
お
よ
び
診
療
開

始
時
間
＝
①
７
月
１１
日
㈰
午
前

診
療
９
時
か
ら
、
午
後
診
療
１

時
３０
分
か
ら
。
②
７
月
１2
日
㈪

午
前
診
療
９
時
か
ら
。

　

問
い
合
わ
せ
は
中
央
診
療
所

☎
②
０
０
１
６
。

国
保
税
の
納
税

通
知
書
を
発
送

　

令
和
２
年
度
の
国
民
健
康
保

険
税
納
税
通
知
書
は
、
７
月
上

旬
に
世
帯
主
宛
て
に
お
送
り
し

ま
す
。

　

所
得
税
や
住
民
税
の
申
告
が

必
要
の
な
い
所
得
金
額
の
人
で

も
、
軽
減
の
判
定
、
高
額
療
養

費
の
自
己
負
担
限
度
額
判
定
な

ど
の
た
め
、
毎
年
必
ず
住
民
税

の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申

告
を
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
国

民
健
康
保
険
税
の
税
額
の
決

定
、
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担

限
度
額
判
定
を
す
る
上
で
不
利

益
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

前
年
度
に
お
い
て
、
国
保
税

の
軽
減
の
適
用
を
受
け
て
い
て

も
、
そ
の
年
度
で
世
帯
主
お
よ

び
そ
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険

者
の
中
に
一
人
で
も
未
申
告
の

方
（
１8
歳
以
上
）
が
い
る
場
合

は
軽
減
の
適
用
を
受
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
納
期
限
を
過
ぎ
る

と
、
税
額
に
加
え
て
延
滞
金
も

併
せ
て
納
付
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
納
期
内
の
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。
口
座
振
替
へ

の
切
り
替
え
に
も
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

　

税
額
な
ど
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
村
民
課
保
険
係
☎
⑤
０

９
０
４
。

『
眼
科
』専
門
診
療

を
実
施
し
ま
す

　

眼
科
専
門
診
療
は
事
前
予
約

制
で
す
。
診
療
当
日
の
受
け
付

け
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
予
約
受
付
期
間
中
に
お
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
が
多
数
の
場
合

ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
確

認
で
き
る
書
類
（
通
知
カ
ー
ド

や
個
人
番
号
カ
ー
ド
な
ど
）
の

提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

※
収
入
額
が
下
記
の
基
準
額

＝
別
表
２
＝
を
超
え
る
方
は
該

当
し
ま
せ
ん
。ま
た
、収
支
上
の

損
益
に
か
か
わ
ら
ず
、
確
定
申

告
し
た
も
の
は
全
て
収
入
額
に

含
ま
れ
ま
す
（
上
場
株
式
な
ど

に
係
る
配
当
所
得
お
よ
び
譲
渡

所
得
に
つ
い
て
は
、
個
人
住
民

税
に
お
い
て
申
告
不
要
を
選
択

し
た
場
合
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
）。

　
【
自
己
負
担
割
合
１
割
の
方
】　　
　

　

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
（
減
額
認
定
証
）

の
更
新
は
８
月
１
日
で
す
。

　

現
在
お
持
ち
の
減
額
認
定
証

の
有
効
期
限
は
、
令
和
２
年
７

月
３１
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
交
付
さ
れ
て
い
て
、

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

方
に
は
、
新
し
い
減
額
認
定
証

を
７
月
下
旬
に
郵
送
い
た
し
ま

す
。
改
め
て
申
請
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

減
額
認
定
証
を
医
療
機
関
の

窓
口
に
提
示
す
る
と
、
保
険
適

用
の
医
療
費
の
自
己
負
担
限
度

額
と
入
院
時
の
食
費
が
減
額
さ

れ
ま
す
。
世
帯
全
員
が
住
民
税

非
課
税
の
申
告
を
さ
れ
て
い
る

方
で
、
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
村
民
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
【
自
己
負
担
割
合
３
割
の
方
】

　

限
度
額
適
用
認
定
証
（
限
度

額
認
定
証
）
の
更
新
は
８
月
１

日
で
す
。

　

現
在
お
持
ち
の
限
度
額
認
定

証
の
有
効
期
限
は
、
令
和
２
年

７
月
３１
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
交
付
さ
れ
て
い
て
、

同
じ
世
帯
に
い
る
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
被
保
険
者
の
中

で
、
令
和
２
年
度
住
民
税
課
税

所
得
の
最
も
高
い
方
が
１
４
５

万
円
以
上
６
９
０
万
円
未
満
の

世
帯
の
方
に
は
、
新
し
い
限
度

額
認
定
証
を
７
月
下
旬
に
郵
送

い
た
し
ま
す
。
改
め
て
申
請
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

限
度
額
適
用
認
定
証
を
医
療

機
関
の
窓
口
に
提
示
す
る
と
、

保
険
適
用
の
医
療
費
の
自
己
負

担
限
度
額
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

同
じ
世
帯
に
い
る
被
保
険
者

の
中
で
、
令
和
２
年
度
住
民
税

課
税
所
得
の
最
も
高
い
方
が
１

４
５
万
円
以
上
６
９
０
万
円
未

満
の
世
帯
の
方
で
、
ま
だ
お
持

ち
で
な
く
交
付
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
村
民
課
ま
で
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

　

【
確
定
申
告
期
限
の
延
長
に

よ
る
影
響
に
つ
い
て
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
所
得

税
の
確
定
申
告
期
限
が
１
カ
月

延
長
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
該
延

長
期
間
内
に
確
定
申
告
を
行
っ

た
方
が
い
る
世
帯
の
場
合
、
今

回
お
送
り
し
ま
し
た
減
額
認
定

証
や
限
度
額
認
定
証
の
適
用
区

分
が
、
暫
定
的
な
も
の
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
令
和
２
年
度
住
民
税

課
税
所
得
等
が
決
定
し
、
適
用

区
分
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
、
減
額
認
定
証
や
限
度
額
認

定
証
の
差
し
替
え
や
返
却
の
お

知
ら
せ
を
し
ま
す
。
適
用
区
分

変
更
前
の
減
額
認
定
証
や
限
度

額
認
定
証
を
使
用
さ
れ
た
場

合
、
高
額
療
養
費
の
差
額
分
の

納
付
や
支
給
の
手
続
き
を
お
願

い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
村
民
課
保
険

係
☎
⑤
０
９
０
４
。

エ
ン
デ
ュ
ー
ロ
レ
ー
ス
中
止

親
子
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
も

　

今
年
度
の
Ｗ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
三

宅
島
の
両
イ
ベ
ン
ト
は
、
Ｗ
Ｅ

Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
三
宅
島
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
の
と
お

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
中
止
と
し
ま
し

た
。
現
在
、
代
替
イ
ベ
ン
ト
を

検
討
中
で
す
。

　

代
替
イ
ベ
ン
ト
が
決
定
次

第
、
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

三
宅
島
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
☎
⑧

５
６
８
１
。

ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
東
京

都
福
祉
保
健
局
環
境
保

健
衛
生
課
☎
０３–

５
３

２
０–

４
４
９
１
。

　

申
請
窓
口
は
福
祉
健

康
課
健
康
係
☎
⑤
０
９

１
１
。

　

▽
単
独
の
行
動
は
避
け
、
緊

急
時
の
連
絡
先
な
ど
、
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
備

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

▽
飲
酒
後
の
活
動
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

　

▽
危
険
な
海
域
や
気
象
な
ど

に
つ
い
て
、
地
元
で
の
情
報
収

集
を
忘
れ
ず
に
。

　

問
い
合
わ
せ
は
下
田
海
上
保

安
部
交
通
課
☎
０
５
５
８–

2３

–

０
１
４
５
。

各
注
意
事
項
を

守
っ
て
。

　

▽
気
象
情
報

を
常
に
チ
ェ
ッ

ク
し
て
、
勇
気

あ
る
撤
退
と
中

止
を
。

昭和20年1月2日以降生まれの被保険者及び同じ世帯の被保険者は、住民
税課税所得が145万円以上であっても、保険料の賦課のもととなる所得
金額(基礎控除後の総所得金額等のことをいいます)の合計額が210万円以
下の場合は、1割負担となります。

自己負担の
割合

令和2年度住民税課税所得
（平成31年1月から令和元年12月までの

所得から算出）

1割 同じ世帯の後期高齢者医療被保険者全員が
いずれも145万円未満の場合

3割 同じ世帯の後期高齢者医療被保険者の中に
145万円以上の方がいる場合

後期高齢者
医療

被保険者数

収入判定基準
（平成31年1月1日から令和元年12月31日

までの収入で判定）

世帯に1人
収入額が
383万円
未満

世帯に複数 収入合計額が520万円未満

別表1

別表2

■海の安全情報

■ ウオーターセーフティガイド

　海上保安庁ではWEBサイト
上で、事故防止の注意喚起や、
気象海象の状況などの提供を行
っております。
　「海の安全情
報」で検索し、
最新の情報をご
覧ください。

　カヌー、SUP（スタンドア
ップパドル）、ミニボート、水
上バイクや遊泳などのウオータ
ーアクティビティについて、誰
もが安全に安心して楽しむため
に知ってほしい
情報をまとめた
総合安全情報サ
イトです。

ただし、383万円以上でも、同世帯に
他の医療保険制度に加入の70～74歳
の方がいる場合は、その方と被保険者
の収入合計額が520万円未満

保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

後　
期

高
齢
者
医
療
保
険
な
ど

大気汚染の医療費を助成
気管支ぜん息等の方々

【
緊
急
連
絡
先
】
平
日
夜
間
・
休
日
の
閉
庁
時
の
連
絡
は
三
宅
村
役
場
臨
時
庁
舎
☎
０
４
９
９
４
⑤
０
９
８
１
。

【
防
災
行
政
無
線
】
放
送
内
容
を
確
認
し
た
い
場
合
は
２４
時
間
自
動
音
声
案
内
☎
０
４
９
９
４
⑥
０
８
１
３
。

７
月
は
、固
定
資
産
税
、国
保
税
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

介
護
保
険
料
の
納
付
月
。７
月
３１
日
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

７
月
は
、固
定
資
産
税
、国
保
税
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

介
護
保
険
料
の
納
付
月
。７
月
３１
日
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
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就航率 搭乗率
調布
� ⇒三宅

90.3％
19.5％

三宅
� ⇒調布 28.6％

航空機の運航状況

【問い合わせ】
新中央航空㈱三宅島空港
☎04994-6-0006

（R2.5.1～5.31）

日 月 火 水 木 金 土
 1  2  3  4
■村学力調査 
（小２～６）

全地区 
不燃ごみ収集

阿古・伊ヶ谷・伊豆地区 
可燃ごみ収集

坪田・神着地区 
可燃ごみ収集

 5  6  7  8  9  10  11
●都知事選挙 ●定期予防注射 

【中央診療所】
●任意予防注射 
【中央診療所】

阿古・伊ヶ谷・伊豆地区 
可燃ごみ収集

坪田・神着地区 
可燃ごみ収集

全地区 
不燃ごみ収集

阿古・伊ヶ谷・伊豆地区 
可燃ごみ収集

坪田・神着地区 
可燃ごみ収集

 12  13  14  15  16  17  18
■定期考査 
（～15日）（中）

■小・中 
土曜日授業

阿古・伊ヶ谷・伊豆地区 
可燃ごみ収集

坪田・神着地区 
可燃ごみ収集

全地区 
不燃ごみ収集

阿古・伊ヶ谷・伊豆地区 
可燃ごみ収集

坪田・神着地区 
可燃ごみ収集

 19  20  21  22  23 海の日  24 スポーツの日  25

阿古・伊ヶ谷・伊豆地区 
可燃ごみ収集

坪田・神着地区 
可燃ごみ収集

全地区 
不燃ごみ収集

阿古・伊ヶ谷・伊豆地区 
可燃ごみ収集

坪田・神着地区 
可燃ごみ収集

 26  27  28 29  30  31 8月1日
●定期予防注射 
【中央診療所】
●任意予防注射 
【中央診療所】

■小・中　終業式
●7月の納期限

阿古・伊ヶ谷・伊豆地区 
可燃ごみ収集

坪田・神着地区 
可燃ごみ収集

全地区 
不燃ごみ収集

阿古・伊ヶ谷・伊豆地区 
可燃ごみ収集

坪田・神着地区 
可燃ごみ収集

8月2日 8月3日
●保育料の納期限

※■は小中学校の行事

定期予防接種【中央診療所】
・ B型肺炎・小児用肺炎球菌・ヒブワクチン・DPT-IPV・（ロタ）
同時接種………………………………………… (14:30～14:50)

・ B型肝炎3回目、DPT-IPV追加、ヒブワクチン追加・小児用肺炎
球菌追加………………………………………… (14:50～15:00)

・MR、水痘 ……………………………………… (15:00～15:10)
・BCG …………………………………………… (15:10～15:20)
・日本脳炎・DT2期 …………………………… (15:20～15:40)
任意予防接種【中央診療所】…………………… (15:40～15:50)

７月の納期限
・固定資産税(第２期)　　　　　・国保税(第１期)
・後期高齢者医療保険料(第１期)　・介護保険料(第１期)
・保育料【8月3日】

【持ち込みごみ】
・可燃性粗大ごみの持ち込みは月曜日・水曜日・金曜日
・不燃性粗大ごみの持ち込みは火曜日・木曜日

・ 検診、予防注射、子育て相談、健康相談など 
……………………………………… 福祉健康課 福祉係 ☎⑤0911

・村税……………………………………… 村民課 税務課 ☎⑤0983
・特設登記所…………………… 企画財政課 企画情報係 ☎⑤0983

東京法務局 不動産登記 ☎03-5218-1330
法 人 登 記 ☎03-5213-1337

・ごみ収集…………………………………… 地域整備課 ☎⑤0938
・小・中学校予定…………………… 三宅村教育委員会 ☎⑤0952

(※相談の際は関係する資料をご持参ください。)

※ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため
延期または中止になる場合があります2020年7月のカレンダー

　

梅
雨
に
入
り
、
蒸
し
暑
い
日

も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

体
調
は
崩
さ
れ
て
い
な
い
で
し

ょ
う
か
。
水
分
を
し
っ
か
り
摂

っ
て
、
来
る
猛
暑
に
備
え
て
頂

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
冷
凍
凝
固
療
法
」

に
つ
い
て
お
話
し
い
た
し
ま

す
。涼
し
そ
う
な
名
前
で
す
が
、

液
体
窒
素
を
使
っ
て
行
う
、
イ

ボ
取
り
の
治
療
の
こ
と
で
す
。

　

イ
ボ
と
は
一
般
的
に
、
皮
膚

か
ら
盛
り
上
が
っ
た
小
さ
な
で

き
も
の
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

医
学
的
に
は
、
子
供
の
手
足

に
で
き
る
ガ
サ
ガ
サ
し
た
イ
ボ

（
尋
常
性
疣
贅
）
、
子
供
の
体

に
も
広
が
る
つ
る
つ
る
し
た
細

か
な
ミ
ズ
イ
ボ
（
伝
染
性
軟
属

腫
）、首
に
垂
れ
下
が
る
よ
う
に

で
き
る
中
年
イ
ボ
（
ス
キ
ン
タ

ッ
グ
）、加
齢
と
と
も
に
で
き
る

老
人
イ
ボ
（
老
人
性
疣
贅
ま
た

は
脂
漏
性
角
化
症
）
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
似
た
よ
う
な

病
気
の
ウ
オ
ノ
メ
（
鶏
眼
）
や

タ
コ（
胼
胝
）も
あ
り
ま
す
が
、

い
ず
れ
も
多
く
は
良
性
で
す
。

　

子
供
の
イ
ボ
や
ミ
ズ
イ
ボ

は
、
ヒ
ト
乳
頭
腫
ウ
イ
ル
ス

（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス
：
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
が
関
与
し
て
お

り
、
小
さ
な
傷
や
、
ア
ト
ピ
ー

性
皮
膚
炎
で
バ
リ
ア
ー
機
能
が

低
下
し
た
部
分
に
入
り
込
む
こ

と
で
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
中
年
イ
ボ
や
老
人

イ
ボ
は
強
い
紫
外
線
が
、
タ
コ

や
ウ
オ
ノ
メ
は
長
期
的
な
物
理

刺
激
が
原
因
と
な
り
ま
す
。
ウ

イ
ル
ス
が
入
り
込
ま
な
い
よ
う

日
々
の
ス
キ
ン
ケ
ア
を
行
い
、

日
焼
け
止
め
や
帽
子
を
使
用
し

て
、
適
切
な
靴
選
び
を
す
る
こ

と
が
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

さ
て
、
既
に
で
き
て
し
ま
っ

た
イ
ボ
に
つ
い
て
は
、
気
に
な

る
場
所
に
あ
っ
た
り
、
痒
み
や

痛
み
を
伴
う
場
合
に
は
治
療
の

適
応
で
す
。
治
療
方
法
も
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一
つ

が
冷
凍
凝
固
療
法
で
す
。
マ
イ

ナ
ス
１
９
６
度
の
液
体
窒
素
を

イ
ボ
に
当
て
て
凍
傷
を
起
こ

し
、
か
さ
ぶ
た
に
な
る
と
表
面

が
剥
が
れ
落
ち
ま
す
。
こ
れ
を

繰
り
返
す
こ
と
で
イ
ボ
を
根
元

か
ら
取
り
除
く
治
療
で
す
。

　

中
央
診
療
所
で
も
現
在
治
療

を
開
始
す
る
準
備
を
し
て
い
ま

す
。
気
に
な
る
イ
ボ
が
で
き
た

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

毎
月
掲
載
し
て
お
り
ま
し
た

「
み
や
け
の
宝
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
来
月

号
へ
の
掲
載
に
な
り
ま
し
た
こ

と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
後
と
も
「
み
や
け
の
宝
」

の
掲
載
に
つ
い
て
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
企
画
財
政
課

企
画
情
報
係
☎
⑤
０
９
８
４
。

広
報
か
ら
の
お
知
ら
せ

中
央
診
療
所
医
師

水
田
　
志
織

ボ
と
冷
凍
凝
固
療
法

イ

【
緊
急
連
絡
先
】
平
日
夜
間
・
休
日
の
閉
庁
時
の
連
絡
は
三
宅
村
役
場
臨
時
庁
舎
☎
０
４
９
９
４
⑤
０
９
８
１
。

【
防
災
行
政
無
線
】
放
送
内
容
を
確
認
し
た
い
場
合
は
２４
時
間
自
動
音
声
案
内
☎
０
４
９
９
４
⑥
０
８
１
３
。

７
月
は
、固
定
資
産
税
、国
保
税
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

介
護
保
険
料
の
納
付
月
。７
月
３１
日
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

７
月
は
、固
定
資
産
税
、国
保
税
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

介
護
保
険
料
の
納
付
月
。７
月
３１
日
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
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野
鳥
の
子
供
を
よ

く
目
に
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

子
供
と
言
っ
て
も
大

き
さ
は
大
人
と
変
わ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
ち

ょ
っ
と
ぼ
ー
っ
と
し

守
っ
て
く
れ
る
親
は
い
ま
せ

ん
。
自
分
の
力
だ
け
で
生
き
て

い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
ま
だ
ま
だ
経
験
の
少
な
い
子

供
で
す
。
敵
や
危
険
な
も
の
を

大
人
ほ
ど
上
手
に
認
識
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
気
に
な
る
も
の

や
面
白
い
も
の
が
あ
る
と
、
そ

れ
ば
か
り
に
注
意
が
行
き
が
ち

で
す
。
小
さ
な
虫
を
追
い
か
け

て
不
用
意
に
道
路
上
に
飛
び
出

し
て
く
る
の
も
、
多
く
は
そ
ん

な
子
供
た
ち
。
ボ
ー
ル
を
追
い

か
け
て
道
路
に
飛
び
出
し
て
く

る
人
間
の
子
供
た
ち
と
全
く
一

緒
で
す
ね
。

　

実
際
に
こ
の
時
期
は
、
車
に

は
ね
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
野
鳥

を
目
に
す
る
こ
と
や
ケ
ガ
を
し

た
野
鳥
が
運
び
込
ま
れ
る
こ
と

も
し
ば
し
ば
で
す
。
島
内
に
は

ケ
ガ
を
し
た
野
鳥
を
治
療
す
る

施
設
は
な
く
、
残
念
な
が
ら
そ

の
多
く
は
死
ん
で
し
ま
い
ま

す
。

　

バ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
三
宅

島
。
同
じ
島
に
住
む
仲
間
た
ち

の
た
め
に
も
車
の
速
度
は
控
え

め
に
、
や
さ
し
い
運
転
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
ね
。

100

三
宅
島
自
然
だ
よ
り

「�

ゆ
っ
く
り�

優
し
い
運
転
を
！
」

て
い
た
り
、
な
ん
と
な
く
あ
ど

け
な
か
っ
た
り
。

　

ひ
と
り
立
ち
し
た
彼
ら
に
、

敵
や
危
険
な
も
の
は
な
い
か
見

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
出

現
に
伴
い
、
感
染
防
止
の
３
つ

の
基
本
で
あ
る
①
身
体
的
距
離

の
確
保
②
マ
ス
ク
の
着
用
③
手

洗
い
や
３
密
（
密
集
、
密
接
、

密
閉
）
を
避
け
る
な
ど
の
対
策

を
取
り
入
れ
た
生
活
様
式
を
実

践
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。こ
の
よ
う
に
、今
夏
は
こ

れ
ま
で
と
異
な
る
生
活
環
境
下

で
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
一
方
で
、
例
年
以
上
に
熱

中
症
に
も
気
を
付
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
十
分
な
感
染
症

予
防
を
行
い
な
が
ら
熱
中
症
予

防
に
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
心
掛

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

１
．「
新
し
い
生
活
様
式
」に

お
け
る
熱
中
症
予
防
行
動
の
ポ

イ
ン
ト

　

○
夏
季
の
気
温
・
湿
度
が
高

い
中
で
マ
ス
ク
を
着
用
す
る

と
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
高
く

な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
屋
外
で
人
と
十
分
な

距
離
（
少
な
く
と
も
２
㍍
以

上
）
が
確
保
で
き
る
場
合
に

は
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク
を
考
慮

し
、
マ
ス
ク
を
外
す
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

○
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
る

と
き
は
、
負
荷
の
か
か
る
作
業

や
運
動
を
避
け
、
の
ど
が
渇
い

て
い
な
く
て
も
こ
ま
め
に
水
分

補
給
を
心
掛
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
周
囲
の
人
と

の
距
離
を
十
分
に
と
れ
る
場
所

で
、適
宜
、マ
ス
ク
を
外
し
て
休

憩
を
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

　

暑
さ
は
こ
れ
か
ら
が
本
番
で

す
が
、
７
月
下
旬
か
ら
秋
冬
野

菜
の
準
備
を
始
め
る
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
今
回
は
、
秋
冬

野
菜
の
栽
培
で
気
を
付
け
た
い

病
害
虫
と
、
防
除
対
策
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。

　

【
ハ
イ
マ
ダ
ラ
ノ
メ
イ
ガ
、

ヨ
ト
ウ
ガ
、
コ
ナ
ガ
、
オ
オ
タ

バ
コ
ガ
】
い
ず
れ
も
ガ
の
仲
間

で
、
幼
虫
が
数
多
く
の
野
菜
を

食
害
し
ま
す
。
特
に
ハ
イ
マ
ダ

ラ
ノ
メ
イ
ガ
は
、
苗
の
生
長
点

を
食
べ
る
た
め
生
育
停
止
や
枯

死
を
招
き
ま
す
。
播
種
時
ま
た

は
苗
の
定
植
時
か
ら
畝
を
防
虫

ネ
ッ
ト
で
覆
い
、
成
虫
の
侵
入

と
産
卵
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
幼

虫
が
小
さ
い
う
ち
に
殺
虫
剤

（
エ
ス
マ
ル
ク
ド
ラ
イ
フ
ロ
ア

ブ
ル
な
ど
）
を
散
布
す
る
と
、

被
害
を
抑
え
ら
れ
ま
す
。
オ
オ

支援物資が届くまで時間がかかることを想定し、
３日分以上の水と食料を備えておきましょう。

◦�水については、１人当たり１日３リットル、
計９リットル
◦�米等の主食については、１人当たり１日３食、
計９食
◦�その他の品目については、物資ごとに必要量
を算定

３日分の備蓄量の目安

※『三宅村防災のしおり』より

染
症
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、

冷
房
時
で
も
換
気
扇
や
窓
開
放

に
よ
っ
て
換
気
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、

室
内
温
度
が
高
く
な
る
の
で
、

熱
中
症
予
防
の
た
め
に
エ
ア
コ

ン
の
温
度
設
定
を
こ
ま
め
に
調

整
し
ま
し
ょ
う
。

　

○
日
ご
ろ
の
体
温
測
定
、
健

康
チ
ェ
ッ
ク
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
だ
け
で
な

く
、
熱
中
症
を
予
防
す
る
上
で

も
有
効
で
す
。
体
調
が
悪
い
と

感
じ
た
と
き
は
、
無
理
せ
ず
自

宅
で
静
養
す
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

　

○
３
密
（
密
集
、
密
接
、
密

閉
）
を
避
け
つ
つ
、
熱
中
症
に

な
り
や
す
い
高
齢
者
、
子
ど

も
、
障
が
い
者
へ
の
目
配
り
、

声
掛
け
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

　

２
．
従
来
か
ら
の
熱
中
症
予

防
行
動
の
徹
底

　

○
暑
さ
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

・
室
内
の
温
度
・
湿
度
を
こ

ま
め
に
確
認
し
、
適
切
に
管
理

し
ま
し
ょ
う
。

　

・
外
出
は
天
気
予
報
や
暑
さ

指
数
を
参
考
に
、
暑
い
日
や
時

間
帯
を
避
け
、
無
理
の
な
い
範

囲
で
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
涼
し
い
服
装
を
心
掛
け
、

外
に
出
る
と
き
は
日
傘
や
帽
子

を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

○
少
し
で
も
体
調
に
異
変
を

感
じ
た
ら
、
涼
し
い
場
所
に
移

動
し
水
分
を
補
給
し
て
下
さ

い
。
急
に
熱
く
な
っ
た
日
や
、

久
し
ぶ
り
に
暑
い
環
境
で
体
を

動
か
す
際
に
は
特
に
注
意
が
必

要
で
す
。

　

○
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

・
の
ど
が
渇
く
前
に
こ
ま
め

に
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
１
日
あ
た
り
１
・
２
㍑
を

目
安
に
し
ま
す
。

タ
バ
コ
ガ
は
、
野
菜
の
内
部
へ

入
り
込
む
と
農
薬
は
効
き
ま
せ

ん
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

【
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
】
秋
口
に

多
く
の
野
菜
で
発
生
し
、
葉
の

奇
形
や
生
育
不
良
の
原
因
に
な

り
ま
す
。
銀
色
マ
ル
チ
な
ど
光

を
反
射
す
る
資
材
を
使
う
と
発

生
を
少
し
抑
え
る
こ
と
が
で

き
、
発
生
し
た
ら
早
め
に
殺
虫

剤
（
ス
タ
ー
ク
ル
顆
粒
水
溶
剤

な
ど
）
を
散
布
し
ま
す
。

　

【
ネ
キ
リ
ム
シ
類
（
カ
ブ
ラ

ヤ
ガ
ま
た
は
タ
マ
ナ
ヤ
ガ
の
幼

虫
）
】
夜
の
間
に
苗
の
根
元
が

食
い
切
ら
れ
て
枯
死
し
ま
す
。

被
害
を
確
認
し
た
ら
、
近
隣
の

苗
の
株
元
を
探
り
、
出
て
き
た

幼
虫
を
捕
殺
し
ま
し
ょ
う
。
播

種
・
定
植
前
に
殺
虫
剤
（
ダ
イ

ア
ジ
ノ
ン
粒
剤
５
な
ど
）
を
土

壌
混
和
ま
た
は
株
元
施
用
す
る

と
被
害
を
予
防
で
き
ま
す
。

　

【
軟
腐
病
】
台
風
で
作
物
に

付
い
た
傷
か
ら
病
原
菌
が
入
り

込
み
、
軟
腐
病
が
多
く
発
生
し

ま
す
。
台
風
通
過
後
す
ぐ
に
殺

菌
剤
（
Ｚ
ボ
ル
ド
ー
銅
水
和
剤

な
ど
）を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

　

【
べ
と
病
、
白
斑
病
な
ど
】

雨
が
続
い
た
あ
と
に
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
の
で
、
圃
場
の

風
通
し
と
水
は
け
を
良
く
す
る

と
と
も
に
、
予
防
的
に
殺
菌
剤

（
ダ
コ
ニ
ー
ル
１
０
０
０
な

ど
）
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。
た

だ
し
、
カ
ブ
に
は
散
布
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

【
う
ど
ん
こ
病
、
灰
色
か
び

病
な
ど
】
一
度
発
生
す
る
と
急

速
に
葉
や
実
に
広
が
り
枯
れ
あ

が
り
ま
す
。
早
め
に
殺
菌
剤

（
ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル

な
ど
）
を
散
布
し
て
く
だ
さ

い
。

　

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
病
害

虫
の
多
い
時
期
で
す
。
畑
を
よ

く
観
察
し
、
早
め
に
対
策
を
取

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
農
薬

を
使
う
際
は
、
事
前
に
ラ
ベ
ル

を
よ
く
見
て
、
そ
の
作
物
に
登

録
が
あ
る
か
ど
う
か
を
必
ず
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

病
害
虫
対
策
に
関
す
る
ご
不

明
点
は
、
当
セ
ン
タ
ー
☎
⑥
１

４
１
４
ま
で
。

　

・
激
し
い
運
動
や
作
業
を
行

っ
た
と
き
、
大
量
に
汗
を
か
い

た
と
き
は
塩
分
も
忘
れ
ず
に
補

給
し
ま
し
ょ
う
。

　

○
暑
さ
に
備
え
た
体
づ
く
り

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
暑
く
な
り
始
め
の
頃
か
ら

適
度
に
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
水
分
補
給
は
忘
れ
ず
に
、

無
理
の
な
い
範
囲
で
行
い
ま
し

ょ
う
。

　

・
運
動
は
、
「
や
や
熱
い
環

境
で
」
「
や
や
き
つ
い
」
と
感

じ
る
強
度
で
毎
日
３0
分
程
度
が

目
安
で
す
（
環
境
省
・
厚
生
労

働
省
か
ら
令
和
２
年
５
月
発

信
）。

　

問
い
合
わ
せ
は
福
祉
健
康
課

健
康
係
☎
⑤
０
９
１
１
。

「
侵
略
！�

�

外
来
い
き
も
の
図
鑑
」

ウ
ラ
ケ
ン
・
ボ
ル
ボ
ッ
ク
ス
著

　

本
来
そ
の
地
に
い
な
い
は
ず

の
生
き
物
た
ち
。
な
ぜ
彼
ら
が

問
題
視
さ
れ
、
駆
除
さ
れ
て
し

ま
う
の
か
。
悲
し
い
命
を
増
や

さ
な
い
方
法
の
ヒ
ン
ト
を
探
る
。

「
マ
ス
カ
レ
ー
ド
ナ
イ
ト
」

東
野
　
圭
吾
著

　

マ
ス
カ
レ
ー
ド
シ
リ
ー
ズ
。

ホ
テ
ル
で
絡
み
合
う
様
々
な
事

情
。
あ
の
ホ
テ
ル
ウ
ー
マ
ン
と

刑
事
の
コ
ン
ビ
、
再
び
！

　

三
宅
村
立
図
書
館
☎
⑤
１
４

５
３　

開
館
午
前
１0
時
～
午
後

５
時
、
水
曜
日
休
館
日
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『
学
校
閉
庁
日
に�

�

つ
い
て
』

　

「
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改

革
推
進
プ
ラ
ン
」
に
お
け
る
取

組
の
一
環
と
し
て
、
長
期
休
業

期
間
中
の
学
校
閉
庁
日
を
設
定

し
ま
す
。

　

今
年
度
の
学
校
閉
庁
期
間

は
、
令
和
２
年
８
月
１１
日
㈫
か

ら
８
月
１4
日
㈮
ま
で
と
な
り
ま

す
。

　

学
校
閉
庁
期
間
中
、
緊
急
に

連
絡
す
る
必
要
が
生
じ
た
場
合

は
、
教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

詳
細
な
ど
問
い
合
わ
せ
は
三

宅
村
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係

☎
⑤
０
９
５
２
。

【
新
着
本
の
紹
介
】

　

本
格
的
な
夏
と
な
り
、
暑
い

日
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
木
陰

で
読
書
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
さ
く
ら
が
さ
く
と
」

と
う
ご
う�

な
り
さ
著�

　

駅
へ
向
か
う
並
木
道
。
桜
の

下
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
温
か
い

日
常
風
景
を
お
子
さ
ま
と
一
緒

に
感
じ
ま
せ
ん
か
。

イベント情報

　三宅島自然ふれあいセンターアカコッコ
館HP　ht tps : / /www .wbs j . o rg /
sanctuary/miyake/☎⑥0410、FAX⑥
0458、ホームページの「アカコッコからの
手紙」で検索。

新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、7月のアカコッコ館のイベント内容
について検討中です。内容が決まり次
第、HP等でお知らせします。

シジュカラの幼鳥

タネコマドリの幼鳥

感
染
防
止
の
３
つ
の
基
本

新
生
活
様
式
下
の
熱
中
症
予
防

「
秋
冬
野
菜
の
病
害
虫
と
防
除
対
策
」

島
し
ょ

総
合
セ
ン
タ
ー
通
信

島
し
ょ

総
合
セ
ン
タ
ー
通
信

水
産
農
林
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